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ABSTRACT : By changing･cropping type arid cultivation method for obtaining basicヶdataトfor

the establishment of the cropping system of winged bean, the experiment was carried out.ト

　1）The sufficient yield point in the house control warming cultivation in the winter with 2.

7t/10a was obtained. The sufficient yield poi皿 was able to expect even in forcing cｕ以前e and

solution culture too.　　　　　　　　　　　二　　　十　＼　　　　　　j

　2）Thel winged bean liked strong light, and it sｅｅ皿ｅ（けobe the necessity that the light recep-

tion system by the tailoring became an important point ａｎｄしthat it is formed with sufficient

interval between plants, and that the make cultivation is chosen.　十 ，　.･..･.・・.・.　･..　　･.・

　3) It became clear that 2mm quantity of water 峠r4 day were necessary in cultivation ヽin

greenhouse.　ニ　　　　･．．・．・．　　　　　　　．　・　　･．　　．・．　・．．･．･･．･　　．．　．･．　　　　‥‥‥‥‥‥

　４卜The p!astic packaging of the yｏｕ贈 pods held犬water lo亀and it十extendむd the keepi贈

quality period.　＼　　　　　　　犬　上　　　　　　　　　＼　上　十　　　　　　▽　　十

　　　　…………………　……緒　丿言………………………ニ‥　‥‥

　シカクマメは熱帯アジア地域では多年草とし七広く分布Iレ同地域では一般的によく食され√滴

品化もされており(第１図)，最近日本へ導入された新しい豆科作物でありヤ3)√子実と塊根に粗

タンパク賃をそれぞれ約35%, 15%と高率で含有し，子実ばさらに約16％の油脂などを含む将来性

豊かな作物である）プ)∠また若莱にはレクチンの存在も指摘されている町十在来の系統権は短丑性

が強くレ開花が晩秋となって七まい，さら仁耐寒臣がないために本邦での露地栽培が困難であった．

七かし，日長反応性が改良され，初夏から開花する系統種類明らかにざれできたサリ,し味覚が喜

ばれ，また形状がユニークであるにもかかわらず,上本邦でｽは沖縄で若干栽培されでいるだけで，栽

培に関する報告1サ11)や実例が少なく．極めてデヘタの乏しい現状.にあるために√し普及.を困難にし

ている．そこで，栽培体系め確立と貯蔵渋め改善を図り,……普及を4足進するための基礎的なデータを

得jるため，作型と栽培方法を変えて以下の実験を行うた.1‥‥‥　　‥‥　‥‥‥‥‥　‥‥　‥　　‥
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第士図　タイ国市場におけるシカクマメの集荷の様子

材料及び方法

【実験１】作型の違いによる影響：＼．　･･．．　・．・　　　　．･．･･，‥‥‥　　　レ　　‥‥‥‥‥‥

　材料としでKUSIO'を供試し，露地普通栽培，ハウス抑制無加温栽培，ハウス抑制加温栽培

の３種の異なる葬型で収量の比較試験を行った.し播種は，露地普通栽培で５丹16日，ハウズ抑制栽

培では８月16日に行った．栽植密度は√露地普通栽培で1904.8株/10aべ株間35 cm√畝幅150 cm, 1

条植え）↓ハウス抑制無加温栽培で6666.7株/10a（株間30cmレ畝幅100叫千鳥植え），バラス抑制

加温栽培で4000.0株/10a（株間幼叫畝幅162cmよ2/条権利とした．栽培にはキュケリネデヤを

用いて立ち作りを行い，収穫調査は露地普通栽培でぱ9月４日から11月16日，ハウス抑制無加温栽

培では10月＼27日から12月21日，ハウス抑制加湿栽培では=10月27日から翌年２月詣日のそれぞれの期

間中において週１回行い√莱数，重さ，曲がりの有無について調査した.犬

　【実験２】仕立て方の違いによる影響：　　　　‥　犬　犬　十　　…………　ｊ　ｊ　十　▽

材料として十･KUS12･を供試し，キよウリネットを用いた立ち作力によるネント栽培, 2.4mの

：支柱を用いたア≒チ栽培と地道栽培の3種の異なる廿立了方で収量の比較検討を行っ犬。播種は５

六月16日に行い，育苗後の同丹29日に畝幅200c叫株間郷皿の２条(2857.1株/10 a)ﾚで定植したレ収

　穫高査は９月４日から11月16日め期間中週1回行い√英数√重さと曲りの有無について高査した｡

　【実験３】畝位置の違いによる影響：・．．･．･･．　　　････．・．･･　　　．･．　　･･．　　　　・　　し

　材料と七でKUSIO'を供試し，同一圃場内で3畝立て，東側,＼中央，西側の位置の違いによる

収量の比較検討を行っ/だ.し播種は５月16日に行い，育苗後の６月２日に南北jに立てた幅180cmの畝

に株回35cmの１条で定植した．仕立て方はキュウリネナトを用いた立ち作りで行づだ．収穫調査は
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９月４日からｎ月16日詣期間中週丿回行い，莱数，重さ/について調査した.丿＼　十
　・　　　　　　　　・　　　　　１　　　　　・ｊ　　　　　　　　　　　．　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

【実験４】濯水方法の違いによ石影響:＼　………………:‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥ｊ

材料として. 'KUSIO'を供試し，一日当たり濯水量を3ﾆｍｍとし,＼ﾉ間断日数を1,2,ト４，〉８日

と変之レさらに毎甘濯水を行い，一日当たりの濯水量を↓ｍｍと２ｍｍに設定した合計５処理区を設け

て収量の比較検討を行づた．播種は８月16日に行い，育苗後９月３日にガラス温室内に株間30cmレ

畝幅162cmの３条植えこ(4000株/10いで定植した．元肥はＮ ・Ｐ ・Ｋはそれぞれ40kg/10a,苦土

石灰150kg/10a施与した．仕立て方はキュウリネデトを用いた立ち作丿によるネット栽培とした．

収穫調査は10月27日から翌年２月13Bめ期間中選工回行い，英数，重さ，葵め曲がりめ有無につい

て調査七だレ　　　　ト　　　　　‥‥‥　　　‥I…………1…　………=‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥j｡………　………

:【実験５】養液栽培による促成栽培に関す名･研究ト　…………　………　……………　…………

　材料としでKUSIO'十とタイでの栽培種を供試し,l＜養液栽培による促成栽培の検討を行jつた／

播種は11月３日に行い，12月２日に５ｃｍ角のロクックヤ≒リレキÅ十ブ仁移植しかト育苗後翌年１月２

日にガラス温室内に設置しか循環式養液栽培システ斗(シー=ア子化成づ株)ﾚﾚ帳

に株間40cmの１条で定植した．培養液はＥＣ上値を1.5ds/mに設定七だ肥群管理機／SS式肥料管理

AS-3型)しで希釈混入して用い，また栽培斯間中↓ﾆ培養液の設定濃度はう定宍とした．濯水は＝日/3

回ト15分/回でタイマーセケトし，エバフロ←Ｄ流水チレユーブを用いて自動濯水したﾄ収穫は４月２

日から５月17日の間，週１回行い，英数丿重さ，置の曲か叫の有無忙ついて調査した.ニ

【実験６】収穫爽の貯蔵試験:.’　　　　　　　　　　∧　　…………j　　＞∧　へ　　　　　　ヶ＞　………:　犬

　莱の収穫時に重さを測定後，プラスチック製袋と紙袋内及び袋など○包装を全く七ないＳつの状

態で室内に保存し，５日後，10日後における水分消失皇を調査しに収穫時の重量と水分消失量と:の

関係について検討した．　　犬　　　　　　　　　ニ　　　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥

　【実験７】‥若美の抗酸化活性とポリフェノヤル含有量:‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　レ･l

j収穫した美を用いて水及びエタノに=ルで抽出し，抗酸化活性とポリプ⊇ノトル含有率についで調

査した．な牡ナス果実について果実全体と果皮に分け同様に調査した/‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥　‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥:　　＼　　尚　　　　結果及び考察　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　実験１：５月に播種を行った場合レ収穫開始まで約彫ヶ丹以上を要するのに対し,＼８月播種では

２ヶし丹程度でありレ5月播種と比較してｔケ月以上も収穫までの斯開か短縮ざれた．収量はレハウ

ス抑制栽培の加温区で約2.7t/10aと最も多く（第１表）√曲がり黄め発生率もｿ低くﾉ√XI又穫斯間の延

長による更なる増収が期待できた．七加七／無加温区では加温区jと比較する七収量は著しく低く/，

　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■■　　　ゝ■■

　　づ　　　‥　　ト　第１表　作型の違いが若美の収量に及ぼす影響（実験１）十　‥‥‥‥‥‥

･作･型･

ト露地

ハウス抑制
無加温

加　温

播種日

(月/剛

5/16･

8/16

8/16

裁植密度

(株/10a)

-

1904.8

6666.7

4000.0

総莱重

(kg/lOa)

1202.8

j 230､3

2681.2

白総菱数

(千果/10a)

　138.3

50.7上

……335.4

１英重

‥（ｇ）

７
　
I
T
D

Ｃ
Ｄ

Ｏ
Ｏ

-
＾

Ｃ
Ｏ

曲がり英発生率

　’（.％う

Ｏ
　
C
O

７
　
Ｃ
Ｏ
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第２表　仕立て方の違いが収量に及ぼす影響〕(実験２) 収穫期間万も２ヶ月近く短ぐなり,ニまた曲

がり黄発生率も加温区の２倍以上となり，

気温低下の影響が大きく，無加温では収

穫期間四延長及び黄の肥大に限界がある

ものと思われた．一方，露地栽培では約

1.2･t /10aとな万，晩秋期の気温低下に

伴って急激に低下七だ．　　犬　ノ

　実験,2:収量はネットによる立ち作り栽

培区で最も多くづ第２表，第２図)，強

　光を好むシカクマメにとって受光体勢の

ダ違いが差に表れたものとﾚ思われた．また

し収穫作業もしやすく，見落としする莱も

　少なかった．アーチ式栽培区は強風に耐

えられるものと考えられたが，収穫作業

の困難さに加史，アーチの内側に着生し

た英は緑色が淡く，曲がjり英となりやす

く√また収穫盛期砿は黄と茎葉の重みに

＼耐え切れずにアーチが歪み，さらに強風=

＼などによっ七倒れた部分もあった．地這

い栽培では生育が悪く，収穫がしにぐく;

　マルチとの接触部分では色が不良となり,犬

　特に降雨の多い時期では腐る黄も見られ

た．いずれの処理区においても９月下句

　から10月初句が最も収穫盛期とな呪子

　の後気温の低下にともない減少七，莱の

○肥大も劣づて曲がり英も目立つようにな

　り√特に11月以降は急激に低下した．

実験3＼:畝位置の違いでは朝日の当たる･

東側の畝が最も収量が多くな（(第３表)√

西側で劣った√西側では収穫初期から収

穫盛期において他区と比較して顕著に少

総黄．重　1

(kg/lOa)　□

黄／

（ｇ）

重
仕立て方

　ネット

　アーチ

　地道い／

総　莱　数

(千果/10a)･

　　194.7

　　153.2

　33.0

1467.0

1201.3

233.2

t
o

Ｃ
Ｏ

1
-
1

７
　
７
　
７

第２図　シカクマメのネット立作り栽培の様子

第３表　圃場内の畝の位置の違いが収量に及ぼす影響（実験３）

畝位置

一
束　側

中央

西　側

総　黄＼数

(千果/10a)

　　145.4

　　131.2

　　107.5

聡/黄･重　1

(kg/lOa)

1294.2

1111.3

　743.1

黄　重

（ｇ）

0
2

L
O

０
２

０
０

ａ
Ｕ
　
C
O

なく，肥大も劣っていたーしかし，収穫後期においては差がほとんど見られなかった．中央では東

側よりも収量が若干劣ったもの･の差は小さかったトいずれの処理区においても/9月下句から10月上

旬にかけて最も収穫量が多くなった．ダ　　犬　………ｊ･．．･．・　　　　　．・･　．･．　･･　　　　　．･

実験４：潜水量及び間断日数の違いによる収量への影響は，一日当たりの濯水量２ｍｍを毎日行って

いた区分最も多く(第４表)レ間断日数が長くな名につれて低下す名傾向忙あった．また，曲がり

英発生率は間断日数が長くなるにつれて高ぐなっ庖丁毎日濯水を行った区では，潜水量が１ｍｍ区よ

りも２ｍｍ区で収量が多く，爽の肥大も良好で,才英重は２窟程度増加したが，曲が]り英発生率は若

干高まった．ごれらの結果からレ２ｍ程度の量亡毎日濯水を行うのがよいと示唆されたが√今後さ
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らに濯水量につい

での検討が必要で

あると思われた。

実験５ ：培養液成

分は第ふ表に示し

た．養液栽培でシ

カクマメを栽培し

でも生育は良好で，

低温期における施

設栽培での導入も

可能であることが

示唆されたﾑ品種

別に比較すると株

の生育はタイ栽培

種のほうﾀﾞが非常に

旺盛であったが，

開花数は少なく，

結美率も劣った.づ

‘KUSIO'はタ

イ栽培種よ∧りも生

育が劣っていたが，

績爽率が良好であっ

た．収量は．.‘K

US10’＼でＬ株当

たり27.5個に246

gとタイ栽培種よ

りも高かったが，

曲がり美発生率は

高く,犬タイ栽培種

のおよそ２倍となっJ

だ（第６表）．し夏

季における露地栽

培では病害虫によ

る影響はほとんど

見られなか七）たが，

本実験の低温期の

加湿栽培ではダニ

が多発した．　　．･

実験６ ：収穫した

英を包装せずにそ

に関する研究（福元，西村‘=ﾚ島･賊

第４表　瀋水量と間断日数のj違いが収量に及ぼす影響（実験４）

73

漣水量

　(ｍ)

１
　
２
　
４
　
８
　
1
2

間断日数

１
　
１
　
２
　
ａ
　
６

　総菱重

(kg/lOa)

　289.1

　335.4

327.1∧

261.3

225.3

宍総英数

(千果/10a)

1737.3

2681.2

2386.0

　1889.2

ト1817.7

１英重

（ｇ）

０
　
0

Z
£
>

Ｃ
Ｏ

7.3

71

8.1

曲がり黄発生率

　　　(％卜白

　2.6

　3.6

　　　3.9

C
Ｏ

C
O

L
O

t
ｏ

　．･･･．･　　　　．・第５表　培養液成分め含有串（実験５）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

成二分ニTN　Ｐ２０５　Ｋ２０　CaO　Ｍｇ０、MnO 、B2:03……Fe　Ｃｕ∧/恥/　Mo

含有率109.72ニ5o｡20
170ふ･96盛大25.10し0.94……jo｡64一万2･･.o2 ･o･.o2 0.05･ 万･0.02

(ppm)　　し　　＼　　　　　　　　犬　　　　　‥‥‥　　　‥‥‥‥‥‥　‥

第６表　養液栽培による'KUSIO･とﾀﾉｲ栽培種の収量比較（実験５）

品　∧種

KUSIO ・

タイ栽培種

１００

8
0
　
　
　
6
0

（
Ｚ
）
如
昴
？

４０

20

０

総莱数

27.5

19.1

１株当たjり

　曲英数∧

１
　
Ｃ
Ｏ

ｎ
乙
　
Ｏ

■5日後ト●10日後　▲15日後

／

／’

　
　
＼

　
‐
ｙ
－

Ｉ
Ｉ
ａ

／

▲

総菱重

　（g）

246.0

195.8

ｒ＼。ｉ-

／'´／●

ｙニ∧?,ﾑ
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レのまま室温保存した場

▽合の水分消失は，収穫

ぐ時の英重が軽いほど大

　きく，収穫後の日数経

く過に伴い一層顕著とな

ごり相関係数も高まった

　(/第３図).ﾚ紙袋で保存

　するとそのまま放置し

　たときよりも若干水分

二消失は抑えられたが，

　収穫時の菱重が軽いは

　ど水分損失が大き‥く，

十収穫15=日後ではr=0.

603と正の相関が認め

　られたづ第↓図)．プ

　ラスチック製袋で包装

　するど水分消失は顕著

　に抑えられ，品質保持

期間が延長した／菱重

と水分消失との関係は，

　収穫５日後では水分消

　失は小さく，相関は認

　められjなかったが，15

　日後ではr =0.406と

　正の相関が認められた

　(第５図)レいずれの保

二存調査においても･一部

の菱で接触によると思

実験７；水及びエタノー

ル抽出によるポリフェ

ノール含有量はナス全

体と比べてそれぞれ約

2.6倍, 1.7倍以上もあっ

たが，抗酸ｲ程舌陛は劣っ

ており，特に水抽出の

･5日後; y =0.794x + 71,33

　　　　　r =0.458

●10日後; y=0.843x+50.55
　　　　r =0.412

▲15日後､; y =1.147x+27.17
　　　　　r =0.603
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　，＼づ　　．．　　　＼収＼穫‥時の果一重(9)　　　ニ　　　　∵

第４図　収穫時の果重と紙袋内保存後における果重の経日変化（実験６）
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第５図　収穫後の果重とプラスチック製袋保存後における果重の経口変化｀（実験6ﾚ）

第７表　シカクマメの抗酸化活性とポリフェノニル（実験７）

25

75　　われるウイング部分の

　　黒色化か認められかた

ニ　め，収穫後の包装と保

　二　存方法及び取り:扱いに

　　jは慎重な配慮が求めjら

　　しれた．　　ト‥　……

シカクマメ

ナス全体

ナス果皮

　　ポリフェ･ノール

水抽出　エタノール抽出

70.39

26.82

55.23

127.69

73.28

139.76

　　　抗酸化活性

水抽出土エタノール抽出

0.152　　　　0.194

2.086　　0.465

2.101ニ　　0.245
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場合1 /13.7倍ほどしか含まれていなかった（第７表）ト‥‥‥万　．･．．・．　　　　　．．･･．･．．　･．　　．･････

　以上よ＼りシカクマメは冬期のハウス抑制加湿栽培や促成栽培で有十分な収量が得られた．またご

養液栽培でも生育は良好で収量も期待できたレ強光を好むシカクマメにとって畝位置や仕立て方法

において受光体勢が重要なポイントであり‥√そめ違いによっても:収量に差がみられたため，本実験

からもそれが証明された．潅水量は毎日2 nim以上の水量が必要であるこjとが判明七，さらに適切な

濯水量ど１日の潜水回数について詳細に調査する必要があるものと思われたレ英の貯蔵法にさらな

る検討が進めばレ特異的な形状の有効匪と味覚が喜ばれ,上また本校内で行づだ試食においても野菜

嫌いの小さな子供からお年寄りま:で年齢に関係なく好評であらたことからも,＼今後さらに研究を進

め，シカクマメの栽培体系を確立し，調理方法と栄養価を広めることで，その普及が大いに期待で

ヽき●る．　　　　　　　　　ト●　　　　　　　　　　　　　一一一一　　ﾀﾞ　　・二　　　一犬

＼　　‥‥‥‥　‥　　‥　　‥謝　辞＼　▽　ノ　ニ　　　　　　　　レ

　本研究に際し，九州大学農学部生物資源環境科学研究科の松尾英輔先生と九州大学院農学研究院

の大久保敬先生より，種子の提供とレ多くのアドバイスをいただいた。ここに深く謝意を表します。

　　　　　　　　　　　　　　∇　‥　‥‥‥　　摘　　要　＼　　　　　　　　ノ

　シカク々メの栽培体系確立のための基礎的なデータを得るため,∇作型と栽培方法を変えて実験を

行った．ト　　　　　　　．．・　．・　･．･　　　　　　　　　　　・．･　　　　　･．　･．･･　．･･　．・

　１）冬期めハウス加温栽培では2.7 t /10aと十分な収量が得られたにまた，促成栽培や養液栽培

でも生育は良好で十分な収量も期待で/きた.　　　･･..･.･・　　　　・.･･..・　･..･　　　　　　　　..･･

し2）シカクマメは強光を好み，仕立て方による受光体勢が重要なポイントとなり,＼なるべく＼日当

たりを考慮し√十分な株間と立ち作り栽培にすることが必要と思われたご･．･．･　　　．･･．　　　・．　･．･

３）ハウス栽培では一日あたり２㎜の濯水量が必要であるこことが明らかとなった．ニ　‥‥‥

　４）若莱のプラスチプク製袋による包装は水分消失を抑元品質保持期間を延長した．‥‥‥

＼キー.ワード：シカクマメ√仕立て方，栽培，貯蔵　　　　･.・..･･.･　.･.・　　　　　.･.･　　・.･･･
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